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を導入し 定常状態でVとH とが,FL,S, T,Nにどう依存するかを包括的に調べた｡
レプリコンは等価な2状態のみをもつとするparitymodelでは,適当な付加条件下で,








十 (〟/S-) FLf (S/FL<〃T)
(2Ns>1)
(2Ns<1)
となることが 判った｡
現実ではタンパク当り〃=10~6とすると,Ⅳ>106なる種集団で(i)の前提はほぼ成立つ
と考えられ,〟がパラメタに余り依存しないことが説明される｡ (i)は正の自然選択が働
くとしても,大部分の塩基座位で,〟/〃≦1が成り立つことを示す｡塩基座位当りでは
FJ=1019と小さいので,(i)の前提は成立ちにくいが,多くの塩基座位について(ii)の前
提は成立つであろう｡ そのような座位では,(ii)よりS/Tの大小によりVの律達者がTで
ある場合とFLである場合とに分れる｡ またNsの大小により,HがNに依るときと依らぬ
ときとに分れる｡
今後座位ごとの実測データが蓄積すれば,上のようなモデル理論との比較により,各座
位が受ける自然選択のあり方や中立説,選択説の適用限界に対する知見が増すであろう｡
上記のような研究に関心を持たれる方は下記の解説を参照されることをおすすめする｡
石井一成 :分子進化の環境揺らぎ説,数理科学No.308,58-64(1989).
松田博嗣 :集団生物学研究のすすめ,日本物理学会誌 37,368-375(1982).
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